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学志望動機の関係

第826号田村裕子留学生受け入れ政策について

の研究一｢留学生１０万人計

画」を中心として－

博士（平成６年度）

＊本紀要第４０号の学事報告において，平成６年度分の

学位記号番号が記載されていなかったため，改めてこれ

を以下に示す。

社会学博士

甲第１３２７号津井敦

マンハイム知識社会学の研究

教育学博士

甲第１３２８号鹿毛雅治

内発的動機づけに及ぼす教育評価の効果

博士（平成７年度）

教育学博士

甲第1378号倉八順子

コミュニカテイブ・アプローチが

学習意欲に及ぼす効果

〔論文審査担当者〕

主査早稲田大学教育学部教授

同大学院教育学研究科委員

元慶膳義塾大学大学院社会学研究科委員

教育学博士並木博

副査上智大学外国語学部教授

文学修士吉田研作

副査慶膳義塾大学文学部教授

同大学院社会学研究科委員

教育学修士冨安芳和

第827号童 偉鶴中国近代化における福沢諭吉

思想の意義

一近代化の師匠を求めて－

内 容の 要旨

本研究は，我が国で伝統的に行われてきた文法中心の

英語教授法（グラマティカル･アプローチ：ＧＡ）と意志

伝達能力の習得を重視する新しい教授法（コミュニカ

テイブ・アプローチ：ＣＡ）とを比較検討した教授心理学

的研究である。本研究における一連の実験授業は，著者

を含むプロジェクト・ティームによって行われたもので

あり，そこで得られた彪大なデータのうち，著者は特に

教授法と学習意欲の関連性に焦点を合わせて詳細な分析

を行い，コミュニカテイブ・アプローチという新しい教

授法の教授心理学的特質を明らかにした。

本論文は４つの章より成る主論文，学会機関誌及び紀

要にすでに発表済の論文８編をまとめた別冊の参考論

文集，及び同じく別冊の実験授業の教材集の三部作であ

る。

主論文第’章「外国語習得における学習者の‘情意要

因」では，外国語習得のメカニズムの因果モデルを

１９７０年代より現在に至るまで幾つかの時代区分によっ

て展望し，外国語学習の規定要因であり，また結果でも

ありうる学習意欲の理論的位間づけを行い，それに続い

て学習意欲の操作化の方向を探り，この概念の実験的取

扱いの見通しを明らかにしている。

なお，この章の内容の一部は，教育心理学研究（第４２

巻，第２号，１９９４年）に「第二言語習得における個人

差」と題する論文として掲載されており，この中で著者

は外国語教授法を第二言語習得理論，認知能力的適性，

情意的要因，及び適性処遇交互作用(ATI)との関連で展

望し，著者の行った一連の実験的研究の意義の再確認を

行っている。

第２章「コミュニカテイブ・アプローチと学習者の情

意要因」では，１９７０年代にヨーロッパに誕生したコ

ミュニカテイブ。アプローチの歴史をたどり，言語理論

との関連性を論じ，教授心理学的観点より検討を加えた

上で，具体的な教示手続を述べ，さらにこの教授法と学



習意欲，学稗成果，及び適正との関連性を考察し，最後

に本研究の日的と計画を掲げてこの章を閉じている。

第３章「コミュニカテイブ・アプローチが学習意欲及

び学習成果に及ぼす効果に関する実験的検討」では，第

１節から第５節にわたり順次第１実験から第５実験ま

でが報杵されているが，以下のように第１実験をやや詳

細に，残る４実験はその概略のみを記すことにする。

第１実験は，ＣＡとＧＡの比較を，学習意欲に及ぼす

影響，学習意欲が学習に及ぼす効果，及び外国語に対す

る態度，不安傾向，知能偏差値等の個人差が学習意欲と

学習に及ぼす影響に関して行うことを目的としている。

被験者はダイレクトメイルにより募集した小学生８９名

であり，これをＣＡ,ＧＡ各４クラスに割り当て，二つの

教授法の訓練を受けた４名の教師がＣＡ,ＧＡ各１クラ

スを担当した。全ての授業はリモコン・カメラによって

録画されて，二つの教授法に従って授業が行われている

かモーターする。英語入門の授業は１日２時間ずつ１０

日間にわたって行われる。主な結果を挙げれば，他者評

定，自主的な学習行動，及び自己評定によって得られる

学習意欲の測度は，この学習期間を通じていずれも同じ

推移のパターンを示し，ＣＡでは意欲が次第に高まるの

に反して，ＧＡでは次第に低下する。パス解析の結果は，

学習意欲が学習に及ぼす影響がＣＡとＧＡでは異なる

ことを明らかにしており，ＣＡでは外国語に対する態度

がoralテストに対して，また意欲が筆記テストに対し

てそれぞれ強く影響するが，知能偏差値はこれに対して

無関係である。一方，ＧＡでは同じ態度が直接的ではな

く，学習意欲を介してoralテストに影響し，また知能偏

差値が筆記テストに強く影響する。また，外国語に対す

る態度を適正の測度，oralテスト得点を結果の測度とし

た場合に，典型的なＡＴＩパターンが得られ，ＣＡでは右

上がりの回帰I尚線，ＧＡではほぼ水平の回帰I貞線とな

り，ＧＡでは態度が無関係であることを明らかにしてい

る。なおこの実験は，著者を筆頭者とする共同研究とし

て教育心理学研究（第４０巻，第３号，１９９２年）に「コ

ミュニカテイブ・アプローチと学習意欲」と題して掲載

されている。

第２実験は，第１実験の被験者群を用いて，人'''1英語

の学習期間を８か月５５時間にまで長期化した時のＣＡ，

ＧＡの学習意欲の変化を調べることを主たる目的として

いる。主な結果として，教授手続上問題のあった１名を

除いた３名の教師の間にも，ＣＡ,ＧＡ両条件における学

習意欲の長期間の推移に大きな差が見られ，教師ｌでは

全体的にＣＡの方が高く，教師２ではこれが逆転し，教
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師３では両条件に差が認められない。この様に学習意欲

に関しては教師要因が大きく効いている。コミュニケー

ション能力を結果の測度とした場合，ここでも教師要因

の効果が教授法の効果よりも大きく効いている。つま

り，ＣＡでは教師の力量の差が決定的であることが明ら

かとなった。

第３実験は，ＣＡとＧＡという教授法の要因と日本人

教師に外国人講師がつけ加わるティームティーチングの

要因２×２のデザインによっている。被験者は小学校６

年生１５８名であり，これを２要因を組合わせて得られ

る４つの教授条件群に割り当て，全てのクラスを著者自

身が担当し，一人の外国人識師が上の４条件群のうち２

条件群で教師を補佐する。また本実験で，各条件群を約

４０名としたのは，特にＣＡが我が国の通常のクラスサ

イズでも有効であるかどうかを吟味するためである。主

な結果は，ＣＡの方がＧＡに比べて，oralテストで良い

成績をおさめ，また意志伝達的活動への動機も高い。外

国人講師とのティームティーチングは筆記テストで良い

結果をもたらしたが，oralテストでは有意な差が認めら

れない。なお，この実験は教育心理学研究（第４１巻，第

２号，１９９３年）に「コミュニカテイブ・アプローチ及び

外国人1溝師とのティームティーチングが学稗成果と学習

意欲に及ぼす効果」と題する論文として掲賊されてい

る。

第４実験は，コミュニカテイブ・アプローチに文法規

則の説明を加えたweakversionと，コミュニケーショ

ン活動のみを行うstrongversionとの比較を筆記能力

及び'1頭表現力，学習意欲，及びATI効果に関して行う

ことを目的としている。被験者は前実験に参加したもの

のうち，次の段階の初級英語の学習を希望したものであ

り，教授条件は２種類のコミュニケーション活動を行う

ＣＡと１種類のコミュニケーション活動に文法規則の明

示的な説明を加えたＣＡの二つである。著者、身と外国

人講師１名のティームティーチングにより，７５分の授

業を６回行った。主な結果としては，文法規則の教示を

加えることが成績の改善につながらず，また学習意欲の

低下をきたした。その他有意なＡＴＩが幾つか確認され

た。なお本実験は，教育心理学研究（第４２巻，第１号，

1994年）に，「コミュニカテイブ・アプローチにおける

規則教授が学習成果及び学習意欲に及ぼす効果」と題し

て掲載されている。

最後の第５実験は，実験授業に３４組の双生児を用い

ることによって，可及的に条件の統制をはかるという画

期的な試みである。教授条件は，グループ単位のコミュ
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ニケーション活動と個人単位の自由度の高いコミュニ

ケーション活動を行うＣＡと，文法規則の明示とグルー

プ単位の規則についてのゲーム活動を行うＧＡの二つ

であり，両条件とも著者自身と外国人講師のティーム

ティーチングにより，７５分ずつ８回の初級英語の授業

を行った《，主な結果として，ＧＡが筆記能力においてよ

り大きな学習転移を示し，ＣＡが聴き取り能力でより良

い成績をおさめた。またＣＡでは，個別的なコミュニ

ケーション活動に対する動機づけが高く，英語学習に対

するより強い自我関与を示した。なお本実験は，教育心

理学研究（第４３巻，第１号，１９９５年）に，「グラマティ

カル・アプローチとコミュニカテイブ・アプローチが学

習成果と学習意欲に及ぼす質的差異」と題して掲救され

ている。

第４章「全体的考察」では，一連の実験の結果を，学

習意欲，学腎成果，因果プロセス，及びＡＴＩについてそ

れぞれ全体的考察を行っているが，主な結果は既に触れ

たので省略する。最後に著者は，本研究の教育学的意義

と今後の課題を論じてこの章を閉じている。

論文審査の要旨

本研究の特長を挙げれば，その一は著者を含む浩手研

究者６名がプロジェクト・ティームを編成し，住民台帳

よりダイレクトメールで被験者を募り，十分な期間にわ

たる実験授業を行ない，各メンバーの関心より多角的な

データを収集し，各自結果の分析を分担して，その成果

として実に多数の研究報告を行なってきたことである。

教育心瑚学年報（第３３集，1993年）の中で，麻柄啓一

氏（千葉大助教授）が教授・学習部門の最近の研究動向

を概観し，特に著者等の研究を詳細にわたり取上げて，

.､ちよこつと研究”が多い中で，“すごい研究”が同一の

大学関係新の中から多数産出されたことを讃え，教授・

学習研究の望ましい方向として高く評価している。被験

者の公募は三度にわたり行われ，延べ人数は５００名にも

のぼるが，著者はこのプロジェクトの中で終始推進役を

務めて大きな成果を上げたのである。

その二は，著者の知的生産性の高さにある。著者は博

士課程在学中の３年間に８編の論文を公けにし，しかも

そのうちの５編は，既に述べたように日本教育心理学会

の厳しい審査を経て学会機関誌に掲載されたものであ

る。この傑出した実績は，本研究が質量ともに極めて優

れたものであることを裏付けて余りある。

その三は，著者は海外滞在の５年間を含む７ｲｉｆ間の長

きにわたり，初級英語の教師の経験を積み，これを踏ま

えて本研究を計画し，遂行したことである。従って，著

者等の行った一連の英語教授法の比較研究は，著者なし

ではあり得ないものであり，また例えば第３実験で試み

たように，４０名の通常のクラス・サイズで実験授業を

行うことにより，実験の生態学的妥当性を高めることを

目指しているが，この様な努力が随所に見られ，その結

果，本研究の英語教育に対する寄与は極めて大きい。ま

た，我が国における英語教授法の本格的な教授心理学的

研究は本研究をもって噛矢とする。

しかし，以上のように本研究は極めて優れたものであ

るが，一連の実験報告に暇理なしとはしない。最後に本

研究の今後の課題を含めて幾つかの問題点を指摘してお

きたい。特に第１実験，第２実験について，教師要因と

教授方法との間の交互作用の可能性を看過したことが残

念である。教師の個性と教授法の間には微妙な相性があ

り得るのであり，これらの実験データもそのような可能

性を示唆している。また教師の授業行動の特徴づけによ

り，このような交互作用の解析を試みることも今後の課

題である。

次に，適正処遇交互作用は本研究に一貫した関心事の

一つであるが，結果の分析を各メンバーが分担したため

もあって，著者は情意的側面にのみ着目している。しか

し，このような教授学習過程の研究において，認知能力

的な適正と情意的側面の個人差は，同時にＡＴＩパラダ

イムの中で扱われるべきであり，またその技法も既に確

立している現在，そのような分析も試みるべきであり，

今後の課題の一つとしておきたい。

最後に標本の代表性について十分な検討が行われてお

らず，このような手続で得られる被験者集団は学習意欲

も知的水準も甚だ高い方へ片寄っているおそれがあり，

従って本研究で得られた豊富な知見も，そのまま通常の

学校現場へ一般化することには自ずと限界がある。今

後，普通の学級において本研究の追試を行うことも残さ

れた課題である。

しかし，以上の問題点も，倉八順子君の研究全体の水

準の高さと語学教育の実践への多大の寄与を考える時

に，その評価をいささかも妨げるものではなく，文字通

り暇班に過ぎない。同君は英語教授法の比較研究のため

に教授心理学的な理論と分析方法を自家薬龍Ll』の物とし

て正に先駆的な仕事を成し遂げたのであり，同君の業績

は博士(教育学）の学位にふさわしいものと認められる。


